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   西脇市学校部活動地域移行検討会議の記録  

 

会議等等の名称  第１回西脇市学校部活動地域展開検討会議  

開催日時  令和７年６月 26日（木）  

午後７時 00分～午後８時 50分  

開催場所  西脇市役所大会議室（３階）  

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  
12人  

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  
２人  

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  
９人  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由  －  

傍聴人の数  ６人  

議題又は協議事項  ・委員長及び副委員長の選出について  

・ 国 や 市 に お け る 学 校 部 活 動 の 地 域 移 行 等 の 動

きについて  

・意見交換  

会議の記録（概要）  

発言者   

≪委員長、副委員長選出≫  

 委員長に森田啓之委員、副委員長に竹内友哉委員に

お世話になりたい。  

（了承）  

 

≪意見交換≫  

部活動を卒部した３年生が、違う競技、例えば今ま  

で野球をしてきた生徒が音楽をやりたいといった場合、  

もしくは複数したいと言った場合は、受け入れすると

いうことか。  

７年度の実証事業については陸上競技と剣道と２つ

の種目での活動となる。部活動を卒部した３年生、当

然陸上競技部を卒部した３年生、剣道部を卒部した３

年生も参加できる。それ以外に、この２つの種目に限

らず、全校生に募る。今までこれら２つの活動と違う

部活動をしていた生徒も参加できる。複数種目の参加

もできる。しかし、平日の学校部活動はあるので、そ
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の平日の活動に参加している生徒が別の種目に参加す

ることで、例えば団体戦などに、どう影響が出てくる

かという問題はある。  

実証事業に参加している生徒が、土日の大会には、

学校に部活動があればその学校から出るとのことであ

った。実証事業ではあるが、引率はその学校の教員が

するのか。  

平日に部活動があれば、学校の活動として出場する

ため、学校の教員に引率していただくことになる。  

中体連の大会にクラブチームが参加しているが、こ  

の実証事業のチームが中体連の大会に参加できるのか。  

現行の中体連の規定では、学校対抗の形で令和９年

度までは開催するが、登録したクラブチームも出てく

る。本市の場合は平日の学校部活動が存在しているの

で、中体連の大会には学校単位で登録し、学校単位で

出場する。  

私は団体競技で指導している。学校で部活動の練習

をし、土日は、地域クラブに入って、試合に出るのは

学校部活動で、などというのは難しいのではないか。  

この平日と休日というのを段階的にやる場合の、指

導者同士の連携や協力関係も必要である。  

記録会などに行くときに、参加する学校、参加しな

い学校が出た場合について、どのような形で取り組ん

でいけばいいのか。記録会などには、ほとんど現地集

合が多い。試合に参加すると審判を務めなければいけ

ないが、顧問が来ていない学校の参加も認めてもらえ

るかどうかの確認等をしていかなければいけない。居  

残りがあった場合には、どのような形で指導するのか、  

課題として見えてきたところである。  

地域クラブ活動のみに所属している場合というのは、  

とても大きな課題だと思う。私の道場に例えてみると、  

今道場に来ている子どもたちや、学校の部活動に参加

してない子どもたち、保護者が何を望むかということ

をいつも私は考えている。子どもによっては試合に出

なくても、剣道を楽しみたい場合もある。武道という

意味では、勝ち負けだけではないものを望む保護者も

多数いる。それを保護者との話し合いの中でよく聞く

ようにしている。子どもたちにとって何がいいのか、



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

保護者は何を望むのかというところを、コミュニケー

ションを取っていかないといけない。ただ受け入れる

人や団体の量を求めるのではなくて、コミュニケーシ

ョンを十分にとっているかが大事だと思う。  

受け入れ先を急いで作ってしまうと、いろ いろ問題

が出てくると思う。地域展開することによって起きて

いる大きな課題や問題は、パワハラ等が実は多いそう

である。西脇市が受け入れ先を頼むときに、十分にそ

の道場やスポーツ協会に足を運んだりして、回数を重

ねてほしい。  

私は保護者が来たときに、子どもにどのような剣道

をさせたいか、保護者と十分話し合う時間を取ってい

る。子どもたちが私の背中を見てどう感じるか。指導

者の質というのはすごく大事だといつも思う。  

西脇市吹奏楽団で指揮者をしている。私も高校生の

ときに西脇市吹奏楽団に入っており、今、指揮者台の

上に乗せてもらっている。やはり、文化、芸術、スポ

ーツ活動の中で、その種目で育つ子どもが、次に指導

者になるという回転をどれだけ作ることができるのか

が大切だと思う。  

日本の吹奏楽のレベルや中学の部活動のレベルはす  

ごく高い。しかし、コンクールの弊害があるとすれば、  

中学校３年間でいわば促成栽培しないといけないこと

である。持続可能なものにしていかないと、地域展開

になったはいいが、指導者のローテーションがうまく

いかずに、指導者の後継者がいなくなり、５年でなく

なるということになれば、悲しく思う。  

吹奏楽の話だが、これはスポーツにも通じる。多く

の人が、促成栽培ということに耳が痛いと思われてい

るのではないか。多くの日本の部活動は、こうした点

を取り違えてきたことで、多くの弊害が生じた 。この

機会に、長いスパンでどのようにしていくのかについ

ての議論をしつつ、少しずつ進めないといけない。大

変な道のりだが、もう後戻りができないので、みんな

で考える必要があることを理解いただけたらと思う。  

基本方針にある令和９年度まで、陸上競技に関する

限り、顧問と私たちでやっていくことはできるとは思

う。しかし、それ以降、平日も地域に移行する方針に



4 

 

 

事務局  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついて、実際にそれが可能と考えているのか。  

平日も含め地域展開が何年度で完成するかという具

体的な年度までは、今のところは決まっていない。た

だ、できるだけ早い段階で、平日についても地域の 方

にお世話になりたいと考えている。  

平日では、学校が終わってから参加することになる

が、移動の時間が必要である。また、屋外で行う活動

には夜間照明が必要になるが、照明設備などは 令和９

年度が終わるぐらいのところでの設置を考えているの

か。  

平日に地域の方にお世話になるとすると、放課後の

時間帯、午後３時や４時からの対応は、難しいと思っ

ている。となると、平日であれば夜間に活動すること

も想定される。しかし、屋外競技でナイター設備があ

るところが西脇にそんなに多くはない。また、現在使

われている団体との併用や競合も考えられる。平日の

夜に屋外で、地域の方にお世話になるということにな

れば、施設整備の面でも検討は必要になるが、予算の

制約があるので、できますとはなかなか申し上げにく

い。  

そこを検討してもらわないと、移行しても何もでき

ない。また、土日しかできない状況のままでは、保護

者や子どもからかなり不満が出てくると思う。完全移

行の段階では、ナイター設備の整備を考えてほしい。

実際に平日に活動できるようになっても、設備がない  

なら、平日は学校で部活動として続けていくしかなく、  

完全移行はとてもではないが無理である。  

受け手側からすると、委員の言われた施設の問題や 、  

夜に練習できないと平日は受けられないという話にな

る。様々な事情で、その種目について受け皿がないな

らば、家庭から地域にあるクラブにアクションを起こ

して、自分の子どもに合うか見極め、硬式野球クラブ

やサッカークラブに行かれているような例もすでに多

い。同じ剣道でも、指導者によって考え方は異なる。

そこをきちんと保護者が理解した上でないと、ミスマ

ッチになっていろいろな課題が生じてくるのではない

か。  

日曜日の学校の部活動をなくして、週末の引率や大
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会の引率などをすべて地域指導者にお任せするような

ことになったときに、引率などの負担ができるのか。

複数の指導者で人数を確保しておかないと、安心して

お任せすることは厳しいのではないかという意見もあ

る。学校現場の考えや、施設関係、保護者のニーズな

ど、聞けば聞くほど考えてしまう。  

令和７年２月に策定した地域展開に関する基本方針

に基づき、休日における全ての学校部活動をどのよう

に地域に移行していくのかということを第一に取り組

んでいるところである。現在、既存の部活動に参加し

ている子どもたちの受け皿が  100％揃うのか、地域の

団体や指導者にヒアリングをしているところである。

これは中間報告として捉えていただきたいが、部活動

と同じ種目の活動を地域で展開するための受け皿を 確

保することは、非常に厳しい状況である。一方、既存

の部活動にはない種目ではあるが、手を挙げたいとい

う声もある。基本方針に基づいて、既存の部活動から

最優先で取り組んでいるが、半ば並行する形で、新た

な地域クラブの立ち上げについても同時に動く必要が

あると考えている。また、指導の質の評価や、指導者

の資格、質の担保、指導のあり方、あるいは学 校との

共有といったところもテーマとして図っていく必要が

ある。  

令和９年度に向けて考えると、今の部活動の種目を

経験したことのない子どもたちに、新しいものが出て

きたら、絶対に選択の幅は広がるし、子どもの選択の

傾向も変わると思う。部活動の種目は保証する必要も

あるが、並行してやるべきだし、３年経って指導者が

今までの部活動で見つからないということは、その種  

目の人材育成がうまくいっていないということである。  

どの種目協会もそれを突きつけられている。自分たち

が関わる種目について、本当に純粋に愛する人たちが

どれだけ育っているのかというところをこの機会に考

える必要がある。  

昨年の第１回目から関わっているが、市の考えがど

ういった方向性で、まず何をして、どう動いていくの

か。意見を聞いていて、まだ全然スタートできてない

ことや本当に難しいということをつくづく感じた。や
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はり文化やスポーツを育てるには、時間をかけないと

できないことばかりである。あと１年、２年の間に、

保護者に、そして子どもたちに、部活動がどういう形

で変わるのかを明るく言えるかが大切である。この会

議に参加していると胸が苦しくなるぐらい悩む。子ど

もたちが今までの部活動と違うことに向かって、そこ

に入ったら、夢や楽しみ、青春をかけられるような場

所になるのかどうかというのは、本当に今からの私た

ちにかかっているのではないか。やる気はあるし、子  

どもたちのためにやりたいという指導者もいると思う。  

部活動とは違う新しい活動が少しでも子どもたちの役

に立つならば、という気持ちではある。  

令和８年の実証事業に、今出たようなことを少し入

れていくことを検討してはどうか。ここで出た意見を

最終決定するのは行政であるので、陸上競技と剣道に

続く活動をどのようにするかというのはじっくり検討

したらいいと思うし、募集をこれから広く展開してい

く上で、みんなに夢や展望が見られるような形の提案

が必要であると感じた。  

国の方針に従って、地域展開をせざるを得ない状況

にあるが、落とし穴ではないかと思うところがある。

例えば、令和９年半ばから休日の全ての部活動を地域

クラブ活動に移行するとあるが、受け皿側の年齢は考

えているのか。本当に活動的にできる人は、子どもた

ちが技術の向上などを望むなら、 30代、 40代、 50代だ

とは思う。しかし、その年代の人は働き盛りで、受け

皿になれるのかは疑問である。市としては、受ける側

の年齢等を計画の中に見込んでいるのか疑問に思う。  

私どもの剣道に関して言うならば、地域展開が決ま

ったときに、これは私たちにとってチャンスとして受

けようという思いを持っていた。地域展開が行われる

ことにより、私も下の者を育てないといけない。教え

子の大学生たちに相談すると「僕たちも手伝います」

と言ってくれた。多分、これが地域に移行することの

良いことの１つかなと思う。これをチャンスに自分の

後継者も育てていきたい。  

今までの価値観が通用せず、未知の領域に入ってい

ると思う。今の部活動を窮屈に感じている子どもがい
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るかもしれないし、ネガティブに考えている親がいる

かもしれない。今回新たに別の領域の形になるという

ところでは、これらの人たちの声をデザインの中に入

れていかないといけないと思う。こぼれていた子ども

たちの選択肢というところのチャンスにも繋がってい

くと思う。競技志向がメインではなくて、体験や趣味

といったニーズの方が実際多いかもしれないというと

ころも、まだまだ見えてない。本当は、今の子どもた

ちが現状の部活動に対して何を考えているのか、どう

感じているのか、親も含めて意見を聞く場を一度設定

してもいいと思う。  

私は野球部をずっと見てきた。当時は、勝って初め

てやってきたことが報われ、負けるとやってきたこと

が足りなかったと言われてしまう世代だった。保護者

のほとんどが結果を求め、結果を出した顧問が素晴ら

しいという雰囲気があった。これからの時代は 、保護

者や教員も考え方を新たに変えていかないといけない

のではないか。今の若い教員には昔と同じような関わ

り方を求めたくないし、家庭も大事してほしいという

思いもある。  

まず、量のところで、部活動の地域展開に行くまで

の令和７年、８年、９年の平日の部活動をどのように

運営していくか。教員だけでは指導がカバーしきれず

に、管理職や部活動指導員に頼んでなんとか運営して

いる状況である。依頼する方も 73歳であったり、再任

用教員も 64歳であったりという中で運営している。新

任の教員に、自分が経験したことのない部活動をやっ

てもらうということもある。特に、令和９年度の休日

に地域クラブへの完全移行が始まった場合、地域クラ

ブに入れない子どもがいるとすれば、教員が部活動を

持ってくれるか、また、その存続をどうするか、どの

ような運営をしていけばいいのかといった部分につい

て、皆さんと議論したいと思った。  

また、  YouTubeなどいろいろなものを見て子どもた

ちは多種多様な興味を持っている。既存の活動を軸に

据えつつ、子どもや保護者のニーズも聞きながら進め

ていくことが、中期的あるいは長期的に見るといいの

かなと感じた。  
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本日は、いろんな角度から、温かくも厳しい意見を

いただいた。事務局で、本日の意見を具体的に落とし

込んでほしい。  

 

≪今後の予定≫  

次回７月 31日 (木 )19時、この会場で予定する。実証

事業が始まる前の状況を報告する。  

 

問合せ先  生涯学習課（内線 4050）  

 


